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現状で河川へ降りることが可能な箇所
現状で河川へ降りることが困難な箇所
既存防火水槽

７

≪佐瀬野≫
①堆砂除去の降り道を残してお
り、河川へ車の進入が可能
②支川上流から河川へ降りること
が可能（要望箇所の隣接地が防火
水槽）

≪破木≫
⑭既存階段を補修
⑮地山をならし、降り道としても
活用できるよう整地

≪葉木≫
③階段下に緩斜路を設置

④H21に地元要望を受けて階段を設置
ボートハウス下流に階段の延伸を検討

⑤階段等で河川まで降りることが可能

≪下鎌瀬≫

⑥道路嵩上げに伴い、既存降り

道の取付等を検討

（⑥地元では支川の活用を検

討。防火水槽については、市で

用地の整理ができた段階で設置

予定）

（⑦は階段でなくスロープ状の

≪上鎌瀬≫

⑧道路嵩上げに伴い、既存降り道の

取付等を検討

≪三坂≫
⑨道路嵩上げに伴
い、既存降り道の取
付等を検討

≪中津道≫
⑩道路嵩上げに伴い、既存降
り道の取付等を検討
⑪上流から河川への進入が可
能（地元水道の消火栓有り）

≪西鎌瀬≫
国土交通省の水防災事業にお

いて、既存降り道の取付等

≪瀬戸石≫
⑫⑬市の設置施設

現状で河川まで降りること
が可能

≪与奈久≫

⑯地元水道の消火栓有り。

地元では防火水槽の設置

を検討

参考資料【Ａ】 荒瀬ダム上流の要望箇所に対する対応状況（予定）

９

※不足防火水槽については、用地確保等の条件が整えば整備予定

県で何らかの対応(予定)

その他

防火水槽設
置箇所（新）

8.5

防火水槽設
置予定箇所

防火水槽設
置予定箇所

kumamoto
スタンプ



河川からの取水が可能な箇所
河川からの取水が困難な箇所
既存防火水槽
不足する防火水槽

≪佐瀬野≫
防火水槽１基。消火栓無
し。

≪自然水利≫
荒瀬ダム上流部に位置す

る地区においては、比較的
簡単に自然水利からの取水
が可能であったが、水位低
下後、その自然水利までの
位置が遠く道路からの落差
が大きいこと、消火時に使
用する小型ポンプの重量が
約１００㎏あること等か
ら、安全かつ迅速に河川か
ら取水することは困難な状
況となった。

≪破木≫
防火水槽１基。消火栓８
基。

≪葉木≫
防火水槽３基。
地元水道による消火栓有り。

（ただし、水量に難あり）

≪下鎌瀬≫
防火水槽１基。消火栓無し。
固定配管１基。
不足防火水槽１基。

≪上鎌瀬≫
防火水槽１基。消火栓８基。
固定配管１基

ただし、水利から取水できない状

≪三坂≫
防火水槽１基。
消火栓無し。

≪中津道≫
防火水槽３基。消火栓１８基。
不足防火水槽２基。

≪西鎌瀬≫
防火水槽１基。消火栓６
基。

≪瀬戸石≫
防火水槽無し。消火栓５基。
固定配管１基、
ただし、水利から取水が困
難。

≪与奈久≫
防火水槽無し。
地元水道による消火栓３基。
不足防火水槽１基。

荒瀬ダム上流における消火施設等状況

既存防火水槽・・・１２基

不足する防火水槽・・・１０基

kumamoto
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